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子牛による石油化学製品の飼料化試験

長　田　　恭

（福島県畜試沼尻支場）

1．ま　え　が　き

近年国内飼料の増産あるいは各種未利用資源，新飼

料資源の開発が叫ばれている中で，特に最近では化学

工業の分野からも新飼料の開発が検討されつつあり，

すでに単冒動物においてその利用性が認められている

ものもある。

このたび単冒動物においてその利用性が明らかにな

っている化学工業製品，プロピレングリコール・ジ・

ラウレートならびにコハク酸ラウリルェスチルの2点

について反窃動物における利用性を検討したので，そ

の結果を報告する。

2．試　験　方　法

t　試験期間

昭和44年9月19日～11月20日（85日間）

2．供　託　牛

第1表　試験区分ならびに試験用飼料組成

供託牛にはホルスタイン種の堆子牛8週令のものを

10頭用いた。

5．供試化学製品

プロピレングリコール・ジ・ラウレートならびにコ

ハク酸ラウリルエステルの2点を用いた。一般性状は

どちらも白色，無臭．石鹸状のものである。

4　試験区の構成

試験区分ならびに試験用飼料の組成は第1表に示す

とおりである。

人工乳NAとは日本科学飼料協会の従来の人工乳加

にアル77ルファミール10努を添加したもので，各

飼料区のかまこの人工乳の標準給与畳に対する感である。

試験飼料T－1はプロ　ピレングリコール・ジ・ラウ

レート，T－2はコハク酸ラウリルェスチルをそれぞ

れ添加した。

なお，供試牛をブロックⅠとⅡに区分したのは，試

験開始前の飼養方法か異なったためである。

飼　 料　 区　 分 人工乳 N A コ　 ー ン／
ス タ ーチ

化 学製 品

サ ンプ ル 計

標 準 飼 料 8 －0
8 0　 痴 帝 多 1 顕 1 頭

ク　　　 S － 1 0 8 0 1 0 1 1

ク　　　 8 － 2 0 8 0 2 0 1 1

試 験 飼 料 で －1 8 0 5 1 1

ク　　　 T － 2 8 0 5 1 1

5．飼養管理

供試牛はそれぞれ5．6勒×t4仇の房にて単飼し，

運動は特にさせなかった。飲水は自由とし，教科には

オガクズを用いた。

なお，ある程度の飽食度を満すため，若干の稲ワラ

を全頭に給与した。

5．試験結果と考察

各飼料はいずれも残食のないよう100釘摂取できう

る量を見込んで給与量を決定したがで－2飼料（コ′、

ク酸ラウリルェステル添加）については嗜好性がきわ

めて劣り，飼料として全く不適当と認められたので，
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試験成績，考察からはすべて除外した。

t　飼料の摂取状況

各飼料の摂取状況は第2蓑に示すとおりである。各

第2蓑　飼料の摂取状況

飼料区とも6週日まではいずれも100多摂取したが，

7遇以降からは試験牛が風邪をひき，残食するものが

多くなった。

　　　 週 別

プ 。ック方言飼 料 区 分 、、＼

1　　　 遇 2　　　　 遇 5　　　　 遇 4　　　　 遇 5　　　　 週

ブ ロ ッ ク Ⅰ

S　一 口 8 9 6 0　 （10 0 ） 乳 5 2 0 （1 0 0 ） 1 0，5 虚 （1 0 0 ） 1 5 ．4 4 0　 （10 0 ） 1 4 ，7 8 4　 （1 0 0 ）

8 － 1 0 1 0．0 8 0　 （10 0 ） 10，7 1 0 （1 0 0 ） 1 1，6 4 0 （1 0 0 ） 1 5．1 2 0　 （1 0 0 ） 18．6 5 2　 （1 0 0 ）

8 － 2 0 1 t 2 0 0　 （10 0 ） 1 t 9 0 8 （1 0 0 ） 12 ．9 8 0 （1 0 0 ） 1 8 ．8 0 0　 （10 0 ） 1 8．4 8 0　 （1 0 0 ）

T　 － 1 乳 5 2 0　 （10 D ） 10．1 1 5 （1 0 0 ） 1 1 0 1 d （1 0 0 ） 1 4 ．2 8 0　 （10 0 ） 15 ，7 0 8　 （1 0 0 ）

ブ ロ ッ ク Ⅱ

S　－　0 8 9 6 0　 （10 0 ） q 5 2 0 （1 0 0 ） 1 0．5 d 8 （10 0 ） 1 5 ．4 4 0　 （1 0 0 ） 14 ，7 8 4　 （1 0 0 ）

S － 1 0 1 0．0 8 D　 （1 0 0 ） 1D．7 10 （1 0 0 ） 1 1 8 4 0 （1 0 0 ） 1 5，1 20　 （10 0 ） 1 “ 5 2　 （1 0 0 ）

8 － 2 0 1 1 2 0 0 （1 0 0 ） 1 t 9 0 0 （1 0 0 ） 1 2．9 8 0 （1 0 0 ） 1 占，8 0 0　 （1 0 0 ） 18 ．48 0　 （1 0 0 ）

T　－ 1 鼠 5 2 0 （1 0 0 ） 1 0．1 1 5 （1 0 D ） 1 1 0 1 8 （1 0 0 ） 1 4 ．2 8 0　 （1 0 0 ） 1 5．7 0 8　 （1 0 0 ）

≡ 欝 料 区 分 ヱ 竺

d　　　　 遇 7　　　　 週 8　　　　 過 9　　　　 週
全 期 間 摂 取 率

（喀）

ブ ロ ッ ク Ⅰ

8　 － 0 川 ，8 0 0 （1 0 0 ） 1 8 1 4 4 （10 0 ） 2 口．1 8 0 （1 0 0 ） 2 1 5 0 4 （1 0 0 ） 1 0 0

S － 1 0 1 8．9 0 0 （1 0 0 ） 2 0 ．4 1 2 （1 0 0 ） 2 乙占8 0 （1 0 0 ） 2 4 ．1 9 2　 （1 0 0 ） 1 0 0

8 ． 2 0 2 1 0 0 0　 （1 0 0 ） 2 乙 8 8 0 （1 0 0 ） 2 2，8 5 0 （ 9 1 ） 2 2．5 7 0　 （ 8 4 ） 9 d

T　－ 1 1 1 8 5 0 （1 0 0 ） 1 8．4 4 0 （ 9 8 ） 1 ス8 8 0 （ 8 5 ） 2 1 0 8 8 （ 9 2 ） 9 8

ブ ロ ッ ク Ⅱ

8　－　0 1 占，8 0 0 （10 0 ） 1 8．2 9 4 （ 9 0 ） 1 5．0 5 0 （ 7 5 ） 2 1 5 0 4　 （10 0 ） 9 5

S － 1 0 1 8．9 0 0 （1 0 0 ） 2 0，4 12 （1 0 0 ） 2 2．0 7 0 （ 9 7 ） 2 5 ，2 1 2 （ 9 8 ） 9 9

8 － 2 0 2 1 0 0 0　 （10 0 ） 2 2 ．8 8 0 （1 0 0 ） 2 4，5 50 （ 9 7 ） 2 6 ，8 8 0　 （10 0 ） 9 9

T　 － 1 1 て8 5 0 （10 0 ） 1 9L 2 7 8 （1 0 0 ） 2 1 2 8 5 （ 叩 ） 2 t 8 7 8　 （ 9 d ） 9 9

注．カッコ内は摂取率　（喀）

2．増体成績

供試牛の過ごとの体重の推移は第5表に示すとおり

であるが，全期間の増体成掛まブロックⅠ，皿とも8

－20区が最も良く，次いでS－10区，S－0区，

T－1区の順となっており，両ブロック全く一致して

いる。なお，この試験では予備期間をもうけなかった

ので開始時から1週目にかけてはブロックⅠのS－0

区，S－20区を除くほかすべて体重が減少している。
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第5表　体重　の　推移　（晦）

ブ ロ ッ ク 別 飼 料 区 別 開　 始　 時 1　 通　 日 2　 週　 目 5　 週　 目 4　 過　 日

ブ ロ ッ ク Ⅰ

8　－ 0 7 6 ．0 7 °．6　 （ n d ） 8 4 2　 （ Z d ） 8 8．0　 （5．8 ） 9 0．5　 （2．5 ）

S － 1 0 7 5．5 7 5．6　 （－ t 9 ） 7 Z d　 （ 4 0 ） 8 4．0　 （‘・4 ） 9 2 ・D　 （a O ）

8 － 2 0 7 °．0 7 9．8　 （ 5．8 ） 8 8．4　 （ ‘．d ） 9 5．0　 （8．6 ） 9 5 ・0　 （2・0 ）

T　－ 1 8 5．0 8 0．5　 （－ 2．5 ） 8 2 ．8　 （ 2．5 ） 8 9．0　 （d・2 ） 8 9．0　 （ 0 ）

ブ ロ ッ ク Ⅱ

8　 － 0 7 9．5 7 4 0　 （－ 5．5 ） 7 6．0　 （ 2．0 ） 8 t O　 （5．0 ） 8 8 0　 （エロ）

8 － 1 0 8 （～．0 8 t 4　 （－ 4 8 ） 8 5 ．0　 （ 4 2 ） 9 0．0　 （4 4 ） 9 4 5　 （4 5 ）

S － 2 0 8 0．1 7 6 ，0　 （－4 1 ） 8 0．5　 （ 4 5 ） 8 5 ．5　 （5．0 ） 9 1・5　 （占・D ）

T － 1 8 Z O 8 0．d　 （－ 占．4） 7 9．8　 （－ t O ） 8 5．4　 （5．8 ） 8 8．0　 （2．8 ）

ブ ロ ッ ク 別 飼 料 区 別 5　 過　 日 d　 週　 目 7　 週　 目 8　 週　 目 終　 了　 時
全 期 間

増 体 量

ブ ロ ッ ク Ⅰ

S　－ 0 9 5 ．0 （2 ．5 ） 9 9．5 （占．5 ） 川 ‘．0 （ 8．5 ） 1 1 2．2　 （6．2 ） 1 1 9．5 （ エ5 ） 4 5．5

S － 1 0 9 8 0 （占．0 ） 1 0 4 5 （ 6．0 ） 1 1 2 ．5 （ 8 5 ） 1 1 8 ．8　 （8．5 ） 1 2 1．0 （ 2．2 ） 4 5 ．5

8 － 2 0 1 0 2 ．5 （ス5 ） 1 15 ．8 （1 1．5 ） 1 2 0．0 （ 8．2 ） 1 20．4 （n 4 ） 1 2 8 ．0 （ヱd ） 5 2 ．0

T　－ 1 ㍑ 5 （8 5 ） 1 0 5．2 （ 5 ．7 ） 10 9．0 （ 5．8 ） 1 1 5．4　 （占．4 ） 1 1 8．2 （ 2．8 ） 5 5 ．2

ブ ロ ッ ク Ⅱ

8　－ 0 9 2 ．4 （4 4 ） 9 8．0 （5 ．8 ） 9 5 ．5 ト 2．5 ） 1 0 2 ．6　 （7 1 ） 10 9．5 （ d ・9 ） 5 0 ．0

S － 1 0 1 0 乙0 （ヱ5 ） 10 8．0 （8 ．0 ） 1 1 4 0 （ 6 ．0 ） 1 2 2 ．0　 （a O ） 1 2 8・5 （ d・5 ） 4 2 ．5

S － 2 0 1 0 1・0 （鼠 5 ） 1 1 0．5 （鼠 5 ） 1 1 5．5 （ 5．0 ） 1 2 2 ．0　 （8 5 ） 1 5 2 ．0 （1 0．0 ） 5 1．9

T　 － 1 9 5．5 （5．5 ） 10 t O （鼠 5 ） 10 5．8 （ 4 8 ） 1 1 1．4　 （5．6 ） 1 18 4 （ ヱ0 ） 5 t 4

注．　カツコ内は各遇の増体量

5．化学製品の利用性の検討

標準飼料8－0，S－10，S－20による増体重は，

それぞれコーンスターチの添加割合に比例するものと

予測され，増体量とコーンスターチ割合との関係は直

線式で表わされるものと想定される。そこでその関係

が成り立つ場合，その式に試験飼料T－1による増体

量をあてはめてコーソスターチ何喀水準の標準飼料に

相当するかを求め，それによりプロピレングリコール

第4表1週日以降d週目までの増体量　　（晦）

・ジ・ラウレートの効果を推定するという方法を試み

た。

そこで，まず各飼料のより正確な増俸効果を知るた

め，開始後1過日までと残食のあった7～9週目まで

を除き，1週目以降d週目までの増体量をとってみる

とそれぞれ第4表に示すとおりとなり，標準飼料によ

る増体量（Y）とコーンスターチ添加割合（Ⅹ）との

問には第1図に示すような関係が成り立っ。

　 飼 料 区 別

ブロック別

標　　　 準　　　 飼　　　 料 試　 験　 飼　 料

8　　 －　　 0 S　　 －　 1 0 S　　 －　　 2 0 T　　 －　 1

ブ　 ロ　 ッ　 ク Ⅰ 2 2．9 5 0．4 5 4 0 2 2．7

ブ　 ロ　 ッ　 ク　 皿 2 4 8 2 8．占 5 4 5 2 0．4

注．ブロック間には有意差はない。
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標
準
飼
料
に
よ
る
増
体
量
（
k
）

0　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　20

（S－0）　　　（S－10）　　　（S－20）

コーンスターチ量

人工乳標準給与量
×100（％）

両者の関係を表わす回帰式はY＝854Ⅹ＋25．5（r＝

0・999）となり，たとえばⅩがロの場合，すなわち8

－0飼料を給与した場合，その増体量Yは25，5Kgと算

出される。そこでT－1飼料がコーンスターチ何喀水

準飼料に相当するかを推定するため，その増俸量平均

値21，55Kgを上記式に代入し，Ⅹを求めたところ

－5．2という値を得た。すなわちで－1飼料はコーン

スターチ5・2喀水準の標準飼料に相当し，人工乳標準

給与量の5多のプロピレングリコール・ジ．ラウレー

トを給与した場合，5．2感のコーンスターチによる分

だけ増体効果が減少したということが言える。

4．要　　　　　約

Ⅹ　　　石油化学製品プロピレングリコール・ジ・ラウレー

トならびにコハク顧ラウリルエステルの反窃家畜にお

ける利用性を検討した。その結果，コハク酸ラウリル

エステルは嗜好性がきわめて劣り，飼料として全く不

適当と認められた。

第1図　標準飼料による増俸量とコーンスター

チ添加割合との関係


